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たくさんの笑顔と
　　　出会えますように



　
新
し
い
年
を
迎
え
、
議
会
を
代
表

し
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
後
、
古
里
を
離

れ
、
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
か
ら
４
度
目
の
新
年
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
古
里
に
帰

り
、
家
族
全
員
で
新
年
を
迎
え
る

こ
と
が
一
番
の
望
み
で
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
今
も
な
お
こ
れ
か
ら

の
生
活
や
健
康
に
不
安
を
抱
え
な

が
ら
、
慣
れ
な
い
地
で
長
期
間
に

わ
た
る
避
難
生
活
を
送
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
富
岡
町
議
会
で
は
、
昨
年
の
７

月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
県
内
11

カ
所
の
仮
設
住
宅
の
自
治
会
や

借
上
げ
住
宅
の
居
住
者
会
と
意

見
交
換
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
約
５
０
０
名
の
皆
様
が
参

加
さ
れ
、
復
興
公
営
住
宅
入
居

に
関
す
る
懸
念
や
町
内
の
除
染

が
な
か
な
か
進
ま
な
い
こ
と
へ

の
不
安
、
富
岡
町
民
の
一
律
賠

償
を
求
め
る
声
な
ど
、
本
当
に

多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
年
頭
に
際
し
、
皆
様
か
ら
い

た
だ
い
た
数
々
の
貴
重
な
ご
意
見

を
改
め
て
思
い
起
こ
し
、
議
会
と

し
て
、
し
っ
か
り
と
町
政
に
反
映

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

思
い
を
強
く
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
意
見
交
換
会
の
中
で『
先
行

き
が
見
え
ず
、
富
岡
町
の
現
状

も
あ
ま
り
伝
わ
っ
て
こ
な
い
た

め
に
、
帰
還
の
判
断
が
な
か
な

か
で
き
な
い
』と
い
う
声
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
富
岡
町

は
今
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
前
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
放
射
性
廃
棄
物
を
一
時
的
に
保
管

す
る
仮
置
き
場
が
稼
働
し
、
今
後
除

染
も
飛
躍
的
に
進
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
更

に
加
速
し
、
昨
年
の
10
月
に
は
町
内

の
一
部
の
地
区
で
給
水
が
開
始
さ

れ
、
今
後
町
内
で
段
階
的
に
水
道
が

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
賠
償
に
つ
い
て
も
、
第
四

次
追
補
の
中
で
住
宅
確
保
の
損
害

賠
償
が
示
さ
れ
、
生
活
再
建
に
あ
る

程
度
の
道
筋
が
見
え
て
き
た
方
も

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
そ
う
い
っ
た
様
々
な
環

境
や
情
勢
の
変
化
を
的
確
に
と
ら

え
つ
つ
、
皆
様
の
求
め
て
い
る
こ
と

と
す
り
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
、
町
の

復
興
に
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

本
年
も
議
員
一
同
、
全
力
で
議
会
活

動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
寒
さ
が
厳
し
く
な
り

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
お
一

人
お
一
人
が
健
康
に
十
分
留
意
さ

れ
、
希
望
を
も
っ
て
笑
顔
で
過
ご

せ
る
１
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新年の

山
本

　
育
男

堀
本

　
典
明

早
川

　
恒
久

遠
藤
　
一
善

安
藤
　
正
純

宇
佐
神
幸
一

渡
辺
　
光
夫

渡
辺
　
英
博

高
野
　
　
泰

黒
澤
　
英
男

高
橋
　
　
実

渡
辺
　
三
男

三
瓶
　
一
郎

富
岡
町

　
議
会
議
員

情
勢
の
変
化
を
町
の

　
復
興
に
結
び
付
け
る
た
め
に
　
富
岡
町
議
会
議
長

　
塚
野

　
芳
美

（3）　広報とみおか

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
年

頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
、
そ
れ
に
伴
う

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
か
ら
、
４
度
目
の
新
年

を
迎
え
ま
し
た
。
住
み
慣
れ
た
故

郷
を
離
れ
、
全
国
各
地
で
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
町
民

の
皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
町
政
運
営

に
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

ご
支
援
と
ご
協
力
に
対
し
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国

政
・
県
政
と
も
に
大
き
な
変
革
の

年
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
政
に
お
い
て
は
、
消
費
増

税
先
送
り
の
是
非
に
つ
い
て
国

民
に
信
を
問
う
と
し
て
、
安
倍

首
相
は
衆
議
院
を
解
散
し
、
過

日
、
衆
議
院
議
員
の
改
選
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
結
果
に
つ
い
て

は
既
に
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り

で
す
。

　
県
政
に
お
い
て
は
、
発
災
以

降
、
県
政
運
営
を
担
っ
て
き
た
佐

藤
雄
平
前
知
事
の
退
任
に
伴
い
、

県
政
の
継
続
を
掲
げ
て
内
堀
雅

夫
新
知
事
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
当
町
に
お

い
て
は
、
本
格
除
染
の
進
捗
に

伴
い
道
路
や
上
下
水
道
等
の
イ

ン
フ
ラ
復
旧
に
着
手
し
、
一
部

地
域
に
お
い
て
は
水
道
の
使
用

も
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

浜
通
り
地
区
の
幹
線
道
路
で
あ

る
常
磐
自
動
車
道
に
つ
い
て

も
、
本
年
３
月
１
日
に
常
磐
富

岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
浪
江

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
が
開
通
予

定
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
全
線
が

繋
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
首
都
圏

と
の
物
流
や
人
的
交
流
が
さ
ら
に

活
発
に
な
り
復
興
が
加
速
す
る
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
役
場
い
わ
き
支
所
の
移

転
に
よ
る
行
政
機
能
の
集
約
・
拡

充
や
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
開
設
な
ど
、
い
わ
き
市
に
お
け

る
拠
点
の
整
備
・
充
実
、
町
民
の

健
康
管
理
の
た
め
の
施
策
と
し
て

の
健
康
手
帳
や
積
算
線
量
計
の
新

規
交
付
、
さ
ら
に
は
埼
玉
県
を
拠

点
と
す
る
県
外
避
難
者
に
向
け
た

支
援
対
策
の
構
築
、
町
民
が
所
有

す
る
歴
史
的
資
料
の
保
全
活
動
な

ど
、
私
が
第
三
の
選
択
肢
と
し
て

掲
げ
た「
長
期
退
避
・
将
来
帰
還
」

を
具
現
化
す
る
施
策
を
実
行
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
世
界
的
に
も
類
を

見
な
い
未
曾
有
の
複
合
災
害
に

よ
り
被
災
し
た
古
里
の
復
旧
・
復

興
は
、
町
単
独
で
は
到
底
な
し

得
る
も
の
で
は
な
く
、
新
た
に

発
足
す
る
国
の
新
政
権
や
内
堀

新
知
事
な
ど
関
係
各
位
に
対
し

「
富
岡
の
復
興
な
く
し
て
双
葉

郡
の
真
の
復
興
は
な
い
」と
の

信
念
の
も
と
、
町
と
し
て
訴
え

る
べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り
と
訴

え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
当
町
に
と
っ
て
緒

に
つ
い
た
復
興
を
更
に
加
速
さ

せ
る
年
と
な
り
ま
す
。
依
然
と

し
て
長
期
避
難
生
活
が
続
く
中

で
あ
り
、
町
民
の
皆
様
に
は
引

き
続
き
ご
苦
労
を
お
掛
け
い
た

し
ま
す
が
、
将
来
の
展
望
と
方

向
性
を
具
現
化
す
る
年
と
し
て

着
実
に
前
進
で
き
る
よ
う
一
層

の
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
結
び
に
、
今
年
一
年
、
町
民

の
皆
様
が
ご
健
勝
で
あ
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ご挨拶
将
来
の
方
向
性
を
具
現
化
し

　
　
　
着
実
に
前
進
で
き
る
年
に

　
富
岡
町
長

　
宮
本
　
皓
一
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富
岡
町
で
居
住
し
て
い
た
住
宅

が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
全

壊
・
大
規
模
半
壊
の
判
定
を
受
け

た
世
帯
及
び
、
半
壊
で
や
む
を
得

ず
家
屋
を
解
体
し
た
世
帯
の
方

へ
、
生
活
再
建
の
支
援
金
を
支
給

す
る「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制

度
」の
基
礎
支
援
金
申
請
期
間
が

１
年
間
延
長
さ
れ
、
平
成
28
年
４

月
10
日
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
富
岡
町
役
場
生
活

環
境
課
消
防
交
通
係
ま
で
お
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

生
活
環
境
課 

消
防
交
通
係

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　
利
用
児
童
募
集

　
町
で
は
、
平
成
27
年
度
の「
富

岡
町
こ
お
り
や
ま
児
童
ク
ラ
ブ
」

利
用
児
童
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

▼
募
集
対
象
児
童

　
保
護
者
等
が
労
働
・
求
職
活
動

等
に
よ
り
、
昼
間
家
庭
に
い
な

い
小
学
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま

で
の
集
団
生
活
に
参
加
で
き
る

児
童
。

▼
募
集
定
員

　
30
名（
定
員
を
超
過
し
た
場
合

は
、
留
守
家
庭
及
び
低
学
年
を

優
先
し
ま
す
）

▼
事
業
実
施
期
間

　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

▼
事
業
実
施
場
所

　
富
岡
町
こ
お
り
や
ま
児
童
ク
ラ
ブ

　
〒
９
６
３
–
０
１
１
５

　
郡
山
市
南
一
丁
目
94

　
郡
山
南
一
丁
目
応
急
仮
設
住
宅
地
内

☎
０
２
４
–
９
４
６
–
７
５
８
５

　（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
通
）

▼
利
用
料

・
登
録
児
童
月
額
　
２
，０
０
０
円

・
短
期
利
用
児
童
…
１
ヵ
月
の
利

用
が
５
日
ま
で
月
額
５
０
０
円

（
た
だ
し
、
５
日
を
超
え
る
場
合

は
月
額
２
，０
０
０
円
）

▼
開
所
時
間

①
平
日

　
午
後
１
時
か
ら
午
後
６
時

②
長
期
休
業
期
間

　
学
校
休
業
日
は
、
午
前
７
時
30

分
か
ら
午
後
６
時
ま
で

※
保
護
者
の
事
情
の
申
し
出
に
よ

り
、
館
長
が
認
め
た
場
合
は
こ

の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
閉
所
日

・
土
曜
日
、
日
曜
日
、
国
民
の
祝

日
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る

休
日

・
12
月
29
日
か
ら
翌
年
１
月
３
日

ま
で
と
８
月
14
日
か
ら
８
月
16

日
ま
で

・
そ
の
他
、
町
長
が
必
要
と
認
め
た
日

▼
申
込
期
間

　
平
成
27
年
２
月
12
日（
木
）か
ら

平
成
27
年
２
月
27
日（
金
）ま
で

　（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
）

※
申
請
書
は
、
富
岡
町
こ
お
り
や

ま
児
童
ク
ラ
ブ
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
。

※
３
月
１
日
以
降
も
、
随
時
受
付

い
た
し
ま
す
。

▼
申
込
場
所

　
富
岡
町
こ
お
り
や
ま
児
童
ク
ラ
ブ

※
郵
送
で
の
申
込
み
も
可
能
で
す
。

▼
決
定
通
知

　
利
用
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
後

日
書
面
に
て
通
知
し
ま
す
。

問 

富
岡
町
こ
お
り
や
ま
児
童
ク
ラ
ブ

お知らせ

　ごみは分別したうえで、上記の回収日にお出しください。回収業者は、数日かけて町内のごみステーション
を巡回し、順次、ごみの回収を行います。
　粗大ごみやリサイクル対象家電、危険物等は、ごみステーションでの回収はいたしません。分別方法やごみ
の出し方については、11月21日発行の広報お知らせ版に同封の「平成26年12月からのご家庭の片付けごみの
回収について（お知らせ）」又は町ホームページをご参照ください。

2015 年２月 平成 27 年　
日 月 火 水 木 金 土

11 12 13 148 9 10

25 26 2723 24 28
燃えるごみ、ごみ出し日

22

18 19 2016 17 2115

燃えるごみ、ごみ出し日

燃えないごみ、ビン類・カン類　ごみ出し日

1 2 3

2015 年１月 平成 27 年　
日 月 火 水 木 金 土

7 8 9 104 5 6

21 22 2319 20 24

26 27 28 29 30 31

燃えるごみ、ごみ出し日

25

18

14 15 1612 13 1711

燃えるごみ、ごみ出し日

燃えないごみ、ビン類・カン類　ごみ出し日

燃えるごみ、ごみ出し日

1 2 312 月 28 日 12 月 29 日 12 月 30 日 12 月 31 日
〈 回 収 業 者 は お 休 み で す 〉〈 回 収 業 者 は お 休 み で す 〉

4 5 6 7
燃えるごみ、ごみ出し日

問 生活環境課 環境衛生係

富岡町ごみ出しカレンダー

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の

申
請
期
間
延
長
に
つ
い
て

お知らせ

新町行政区　平成26年度通常総会 及び 親睦会
開催のお知らせ

　新町行政区では、下記の日程により通常総会及び親睦会を開催いたします。
多くの区民の皆さまのご出席をお待ちしています。

１．日　時　　平成27年２月23日（月）午前11時より
　　　　　　  ※昼食をご用意いたします。
２．場　所　　かんぽの宿いわき
　　　　　　　いわき市平藤間字柴崎60  ☎0246－39－2669
３．議　事　　（１）平成26年度 行事並びに会計報告について
　　　　　　  （２）その他
４．その他　　総会終了後、親睦会を開催いたします。
　　　　　　  ※出席される方は、２月12日（木）まで下記へご連絡ください。
　　　　　　　　　　　　　　　・区　長　　石井 芳久　☎080－1182－2816
　　　　　　　　　　　　　　　・副区長　　三瓶 幸子　☎090－5183－8680

広報とみおか　（4）

復
興
に
向
け
た
進
捗
状
況
を
説
明

　
　
　
　 

　
　
県
内
外
　
会
場
で
町
政
懇
談
会
を
開
催

　
震
災
及
び
原
発
事
故
か
ら
復
興
へ
向
か
う
町

の
取
組
み
や
、
そ
の
進
捗
状
況
な
ど
を
説
明

す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見

を
い
た
だ
く
た
め
の
平
成
26
年
度
町
政
懇
談
会

が
、
県
内
外
10
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
１
日
の
新
潟
県
柏
崎
市
か
ら
12
月
７
日

の
栃
木
県
宇
都
宮
市
ま
で
、
１
都
８
県
で
行
わ

れ
た
懇
談
会
に
は
、
延
べ
約
７
５
０
人
の
町
民

が
参
加
。
宮
本
町
長
が「
こ
れ
か
ら
の
富
岡
町

を
ど
の
よ
う
な
方
向
に
持
っ
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
の
大
き
な

懸
案
事
項
で
あ
る
と
思
う
。
未
だ
に
課
題
や
問

題
が
山
積
し
て
い
る
が
、
双
葉
郡
の
中
心
地

で
あ
っ
た
と
い
う
誇
り
を
持
っ
て
復
興
を
進

め
、
町
民
が
帰
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
」と
挨
拶
し
た
あ
と
、
各
課
よ
り

除
染
や
賠
償
、
復
興
公
営
住
宅
関
連
な
ど
33

項
目
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
懇
談
会
で
の
説
明
や
質
疑
の
内
容

は
、
12
月
26
日
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
及
び
富

岡
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ア
ッ
プ
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
広
報
12
月
お
知
ら
せ
版
に
同

封
い
た
し
ま
し
た「
町
政
懇
談
会
説
明
資
料
」

と
共
に
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

郡山会場

懇談会終了後、直接町民の意見を聞く
宮本町長（宇都宮会場）

10
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お知らせ

放射性セシウム濃度測定日のお知らせ
【ゲルマニウム半導体式核種分析装置（検出限界目標１ベクレル）】

※富岡町内の水・土壌・果樹等を測定できます。
※詳細は、申込まれた方へ毎月初旬にご連絡いた
　します。

▼申込み先　富岡町役場産業振興課
　　　　　　☎０１２０－３３－６４６６

【簡易放射能分析装置（検出限界値 約20ベクレル）】

※各施設で予約を受け付けております。申込み先
へご連絡いただいた際に、ご希望の実施施設を
お選びください。

20
歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

　
日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
未

満
の
す
べ
て
の
人
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
老
後
の
生
活
保
障

だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、
病
気
や

ケ
ガ
で
障
が
い
が
残
っ
た
場
合
や

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
時

な
ど
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族

を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
加
入
の
届
出
や
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、「
あ
の
時
に
…
」と
後
悔
す

る
前
に
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
加
入
の
手
続
き
は
、
富
岡
町
役

場
住
民
課
国
保
年
金
係
、
又
は
最

寄
り
の
年
金
事
務
所
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少

な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

は
、「
学
生
納
付
特
例
」や「
若
年

者
納
付
猶
予
」な
ど
保
険
料
の
支

払
い
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
国
民
年
金
の
加
入
手

続
き
と
併
せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

※
20
歳
前
に
就
職
し
て
厚
生
年
金

等
に
加
入
中
の
方
は
、
加
入
手

続
き
は
不
要
で
す
。

問 

住
民
課 

国
保
年
金
係

福
島
財
務
事
務
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
多
重
債
務
相
談
窓
口
】

　
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
借
金

を
抱
え
て
お
悩
み
の
方
々
か
ら
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
借
金
問

題
は
、
様
々
な
方
法
で
解
決
で
き

ま
す
。

問 

福
島
財
務
事
務
所 

理
財
課

　
☎
０
２
４
–
５
３
３
–
０
０
６
４

　
平
日  

８
時
30
分
〜
12
時

　
　
　  

13
時
〜
16
時
30
分

【
出
前
講
座
の
ご
案
内
】

　
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、「
な

り
す
ま
し
詐
欺
」等
の
金
融
犯
罪

被
害
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、

日
頃
か
ら
注
意
し
て
い
た
だ
き
た

い
内
容
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
ご

説
明
す
る
出
前
講
座
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
講
演
料
は
無
料
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
島
財
務
事
務
所 

理
財
課

　
☎
０
２
４
–
５
３
５
–
０
３
０
３

受付月 測定日 測定場所

１月受付分 ２月16日（月）

富岡町役場庁舎　
（本岡字王塚）

２月受付分 ３月９日（月）
３月23日（月）

３月受付分 ４月13日（月）
４月24日（金）

実施施設 申込み先

富岡町役場郡山事務所
富岡町コールセンター

  ☎0120-33-6466いわき支所

大玉出張所

三春ベクレルセンター
（三春の里敷地内） ☎080-3933-6772

郡山市・富岡町企画展のご案内
　『内陸と沿岸の交流史』と題して、郡山市
と富岡町の資料を通し、お互いの地域を解
説し、相互の地域をより深く紹介します。
入場は無料です。

▼場　所
　郡山市民ふれあいプラザ展示室
　（郡山市駅前二丁目11-１ビッグアイ６階）

▼展示期間
　平成27年１月31日（土）から
　平成27年２月11日（水）まで
　※月曜日は休館日です。

郡山市
麓山窯跡

富岡町
小浜代遺跡

古代の郡山市域
の遺跡に葺

ふ

かれ
た瓦の対比など
を通して、相互
の遺跡の性格を
考えます。

〈展示の一例〉

○土地や建物の賠償に関する「名寄帳（写し）」の取得について
　土地や建物の賠償において、所有者の確認や土地・建物の賠償額を算定する一つの基準として「平成22
年度固定資産明細書」が使用されています。
　平成25年２月１日付けで町から送付した「平成22年度固定資産明細書」を、紛失等の理由により東京電
力に未送付であり、町内に所有する土地や建物の賠償請求をしていないと思われる方を対象に「名寄帳（写
し）」取得に関するご案内を発送いたします。この「名寄帳（写し）」は固定資産明細書の代わりとなり、当
該資産の賠償請求を円滑に進めることができます。
　町から平成27年１月23日付けのご案内が届いた方は、内容のご確認をお願いいたします。

問 産業振興課 賠償対策係

○よくあるお問合わせについて

広報とみおか　（6）

東京電力の損害賠償に関するお知らせ

　損害賠償に関するお問合わせについて、東京電力に確認した内容をお知らせいたします。
　なお、内容についての詳細は、東京電力株式会社福島原子力補償相談室「財物ご相談専
用ダイヤル」までお問合わせください。

Ｑ１【住居確保損害】
　　震災時は別地に居住していた父所有の土地に、子である私が自己所有の住宅を建て
て居住していました。父所有の土地は、住居確保損害の上限額算定対象になります
か？

　当該土地上に居住している方が土地所有者の推定相続人にあたる場合は、居住者が土
地所有者に同意することにより、土地所有者が土地に係る賠償上限額の範囲内で請求す
ることが可能です（Q１の場合…子が父に同意することで父から請求可能）。
　また、同一所在上の資産をそれぞれ所有している場合（Q１の場合…土地を父所有、住
宅を子所有）、他の所有者の同意を得ることで同一所在の資産に係る賠償上限額全額を１
人に取りまとめることが可能になる場合があります（子に取りまとめる場合、子が父の同
意を得る）。取りまとめをご検討される方は、下記までお問合わせください。

Ｑ２【宅地・田畑以外の土地の賠償】
　　山林の土地を他の人と共有していますが、東京電力から請求書等の書類が届きませ
ん。所有している持分の請求はできないのですか？

　共有者ごとに持分を請求していただくことになっています。なお、固定資産税を代表
して納税していない共有者については、東京電力が所有の確認をすることができずに請
求書等が発送されていない場合がありますので、下記までお問合わせください。

お問合わせ先
東京電力株式会社　福島原子力補償相談室「財物ご相談専用ダイヤル」
☎０１２０－９２６－５９６　受付時間：午前９時～午後９時

お知らせ
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放射線量を測定して 
お知らせ

【個人線量計DOSE-e】
・町内へ一時帰宅等される際に使用
・その場所の１時間当たりの空間線量を計測

　町では、個人線量計の性能を維持するため、点検・校正を行っています。個人線量計をお
持ちの方は、回収用資材をお送りしますので、下記コールセンターへご連絡ください。

①コールセンター（☎0120－345－716）に電話をする
②回収用資材が自宅に届く
③回収用資材に線量計を入れ、宅配便で送る（無料）
④点検・校正の終了後、宅配便で自宅に届く

平成27年２月27日（金）まで
※点検・校正には時間を要しますので、お早めに発送してください。

※点検・校正中に線量計を使用する方へ、下記の役場関係機関で貸出を行っております。
　貸出機関…富岡町役場郡山事務所、いわき支所、三春・大玉各出張所、仮設連絡員事務所、　　
　　　　　　下郡山連絡所、各サロン

◆点検・校正を行うと、これまでのデータが消去されますので、返却前にデータを保存してください。
◆これまで線量計を使用していない場合も、点検・校正を行ってください。
◆線量計を町へ返却する場合は、別紙（様式自由）に『町へ返却』と記載して同封してください。

点検・校正の流れ

回収期限

ご注意ください！

富岡町個人線量計点検・校正業務コールセンター

受付時間　平日／第１・第３土曜日の午前９時～午後５時まで
（12月27日～１月４日はお休みです）

0 1 2 0 - 3 4 5 - 7 1 6

◇◆◇◆◇◆◇　町が配布している２種類　

◇個人線量計DOSE-eの点検・校正を実施中

問 生活環境課 原子力事故対策係

広報とみおか　（8）

て 健康管理に努めましょう     
お知らせ

放射線に関する講演会のお知らせ
【暮らしの中での放射線とのつきあい方】

▼日　時　平成27年１月21日（水）
　　　　　午後１時30分から２時間程度

▼場　所　富岡町役場いわき支所（北白土）
　　　　　多目的集会施設

▼講　師　東北大学大学院
　　　　　ラジオアイソトープ研究教育センター  
　　　　　講師　吉田浩子先生

【低線量放射線の生体への影響と食の重要性】

▼日　時　平成27年１月23日（金）
　　　　　午前10時から２時間程度

▼場　所　郡山市大槻北公民館
　　　　　（富岡町役場郡山事務所隣）

▼講　師　(財)ルイ・パストゥール医学研究センター
　　　　　基礎研究部インターフェロン・生体　　
　　　　　防御研究室長　宇野賀津子先生

〈参加申込み先〉　富岡町役場　健康福祉課放射線健康管理係／生活環境課原子力事故対策係

◇個人積算線量計「Ｄ-シャトル」の貸出 ～申込み期間を延長しました～
　個人積算線量計の貸出を希望された方へ、機器の発送を行っております。
　貸出の受付を平成27年２月末まで延長しましたので、昨年８月に送付しました申込書へご記入の
上、同封の返信用封筒にて郵送してください。
　申込書がお手元にない場合は、下記お問合わせ先までご連絡ください。

　の線量計　何が違うの？　◇◆◇◆◇◆◇

【個人積算線量計D-シャトル】
・専用のストラップに入れて普段から携帯
・１年間の積算被ばく線量を測定
・町も一緒にデータを管理し、皆さんの健康管理に活用

◇富岡町健康手帳　～ご自宅に「健康手帳」は届きましたか？～
　町では、平成26年12月に町民の皆さまへ「健康手帳」をお送りいたしました。各種健（検）診結果や
震災以降の行動記録、町で貸出を行っている個人積算線量計D-シャトル専用の記録用紙、病院等で
の受診記録用紙などを保管できる内容となっています。
　長期にわたる健康管理に役立てていただくため、ご自身の健康状態をご確認いただき、生活習慣
の見直しをされるなど積極的にご利用ください。
　手帳がお手元に届かない場合や手帳の活用方法については、健康福祉課放射線健康管理係までお問合
わせください。

問 健康福祉課 放射線健康管理係
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ふ
く
し
ま
絆
カ
フ
ェ
富
岡（
交
流
サ
ロ
ン
）

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　
ワ
ー
ル
ド
イ
ン
テ
ッ
ク
福
島
で
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
憩
い
の
場
と
し
て
富

岡
町
が
設
置
し
た
、「
ふ
く
し
ま
絆
カ

フ
ェ
富
岡
」（
郡
山
市
）の
職
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
勤
務
場
所

　
ふ
く
し
ま
絆
カ
フ
ェ
富
岡

　（
郡
山
市
昭
和
２
丁
目
17
–
２
）

▼
業
務
内
容

・
絆
カ
フ
ェ
の
運
営
管
理

・
絆
カ
フ
ェ
へ
来
所
す
る
町
民
の
対
応

・「
絆
新
聞
」の
作
成（
月
１
回
発
行
）

▼
勤
務
時
間

　
月
曜
日
〜
土
曜
日（
週
休
２
日
）

　
午
前
９
時
〜
18
時

※
申
込
期
限
や
募
集
定
員
な
ど
、
詳
細

は
左
記
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

㈱
ワ
ー
ル
ド
イ
ン
テ
ッ
ク
福
島

　（
郡
山
市
中
町
15
–
９
増
子
中
町
ビ
ル
５
階
）

　
☎
０
２
４
–
９
９
０
–
０
６
５
１

　
担
当
：
高
橋

お知らせ

双葉地方水道企業団からのお知らせ
町内一部地区における水道の使用開始（再開）について

　10月から上郡山地区（清水地区を除く）及び下郡山地区、並びに赤木行政
区において水道の使用を開始（再開）しております。水道の使用開始（再開）を
希望されるお客様は、事前に企業団へお電話にてお申込みください。お客様
の立会いのもと、安全を確認したうえで給水いたします。
　水道料金については、当面の間、使用水量が累積10m³以上になったとき
の検針月にまとめて請求いたします。
　なお、水道メーター付近の調査及び止水作業のため、引き続きお客様の敷
地内へ立ち入らせていただく場合がありますので、ご理解とご協力のほどよ
ろしくお願いします。
　水道施設の復旧工事は、道路、下水道の復旧にあわせ、配水系統ごとに順次
進めています。水道の使用が可能となった区域については、その都度、使用可
能区域ごとに広報紙等により案内しますので、ご了承願います。

問 双葉地方水道企業団　富岡営業所
　 ☎０２４０－２５－５３１５
　 開庁時間　８時30分～17時15分

水道水中における放射性物質のモニタリング検査結果
　双葉地方水道企業団では、福島県の「水道水の放射性物質モニタリング検
査実施要領」に基づき、週３回の検査を実施しております。その検査結果は
以下のとおりです。

■採水場所：関根浄水場
■水源：富岡川（伏流水）
採水年月日 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137
10月23日

不検出 不検出 不検出

10月26日
10月28日
10月30日
11月２日
11月４日
11月６日
11月９日
11月11日
11月13日
11月16日
11月18日
11月20日
11月23日
11月25日
11月27日

11月30日

測定機関：双葉地方水道企業団
分析装置：ゲルマニウム半導体検出器
検査頻度：週３回（月、水、金曜日）
測定方法：緊急時におけるガンマ線スペクトル解析法
　　　　　　 （放射能測定マニュアル（文部科学省））《参考》検査日現在の目標値

ヨウ素131 セシウム134 セシウム137
食品衛生法の規定に基づく
新たな基準による目標値 - 10

（単位：Bq ／ kg）

■採水場所：小山浄水場
■水源：木戸川（ダム放流水）
採水年月日 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137
10月23日

不検出 不検出 不検出

10月26日
10月28日
10月30日
11月２日
11月４日
11月６日
11月９日
11月11日
11月13日
11月16日
11月18日
11月20日
11月23日
11月25日
11月27日

11月30日

※いずれの検体も、11月30日時点で放射性物質は不検出です。
※「不検出」とは、一定の条件で測定機器が検出できる最小値

（1.0Bq/kg）未満であることを示しています。

※これまで暫定規制値が設定されていた放射性ヨウ素につ
いては、半減期が短く、国に平成23年７月15日以降の検
出報告がないことから、規制の対象から除外されました。

問合わせ先

○富岡町役場郡山事務所
　富岡町議会事務局
　〒963-0201
　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48-5
　FAX 024-961-3441
○富岡町教育委員会
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　FAX 024-953-6304
○楢葉分室（復旧課・復興推進課）
　〒979-0515　
　福島県双葉郡楢葉町大字上小塙字小山6-2
　FAX 024-25-8254
○富岡町役場いわき支所
　〒970-8024　
　福島県いわき市平北白土字宮前８番地
　FAX 0246-88-1975
○富岡町役場三春出張所
　〒963-7719　
　福島県田村郡三春町貝山字泉沢100-1
　FAX 0247-62-0901
○富岡町役場大玉出張所
　〒969-1302　
　福島県安達郡大玉村玉井字台45-1
　FAX 0243-48-1147

※上記への連絡はコールセンター
　 ☎0120-33-6466まで 

○富岡町役場連絡所（下郡山集会所）
　〒979-1132
　 福島県双葉郡富岡町下郡山字真壁327-1
　  ☎  080-5743-5409・
　       080-5743-5410
　FAX 0240-25-8804
○大玉仮設診療所
　〒969-1302  
　福島県安達郡大玉村字横堀平158-10
　 ☎　0243-48-4710  
　FAX 0243-48-4710
○ＮＰＯ法人富岡町さくらスポーツクラブ
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　 ☎　024-983-5299　
　FAX 024-983-5297
○富岡町社会福祉協議会
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3345  
　FAX 024-935-3346
○おだがいさまセンター
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3332  
　FAX 024-935-3334
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お知らせ

～福島労働局からのお知らせ～　産業別最低賃金が改正されました
業種（日本標準産業分類） 最低賃金額 発効日

非鉄金属製造業 802円 平成26年11月28日

電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情
報通信機械器具製造業（医
療用計測器製造業（心電計
製造業を除く）を除く）

753円 平成26年12月13日

自動車小売業（二輪自動
車小売業（原動機付き
自転車を含む）を除く）

785円 平成26年12月17日

計量器・測定器・分析機
器・試験機・測量機械器
具・理化学機械器具、時
計・同部品、眼鏡製造業

787円
平成26年12月27日

輸送用機械器具製造業 789円

◆国民年金基金は、自営業や農業などの国民年金の
第一号被保険者の方々がゆとりある老後を過ごせ
るよう、国民年金に上乗せする公的な年金制度で
す。
◆加入できるのは、国民年金に加入している20歳以
上60歳未満の方及び60歳以上65歳未満で国民年金
に任意加入している方です。
◆加入は任意で、色々な年金のタイプから現在の状
況や将来設計に合わせて選ぶことができます。
◆年金受給前や保証期間内にお亡くなりになった場
合、ご家族に一時金が支払われます（保証がない
タイプの年金もあります）。

◆掛金は全額社会保険料控除で、受取る年金は公的
年金等控除の対象になり、税制面で優遇されます。
※国民年金保険料の免除制度を利用されている方
は、加入することができません。

福島県国民年金基金
　☎０１２０－６５－４１９２
　〒960-8043
　　福島市中町１番19号　中町ビル５Ｆ
　　http://www.fnpf.or.jp/

　平成26年分の申告と納付等の期限は、所得税及び
復興特別所得税・贈与税が３月16日（月）、消費税及
び地方消費税が３月31日（火）となっております。　
　東日本大震災により被災時の納税地が富岡町（他
９市町村該当）にあった方は、平成22年分から平成
25年分の申告・納付等について、確定申告の期限延
長が終了することから平成27年３月31日（火）までに
手続きをお願いしております。
　申告会場の混雑が予想されますので、手続きがお
済みでない方は最寄りの税務署へ事前予約の上、お
早めにご相談ください。

国民年金の第一号被保険者の皆さまへ
国民年金基金制度のご案内相馬税務署からのお知らせ

【福島県内の各税務署】

相馬税務署 0244-36 -3111
福 島税務署 024-534 -3121
会津若松税務署 0242-27 -4311
郡 山税務署 024-932 -2041
いわき税務署 0246-23 -2141
白 河税務署 0248-22 -7111
須賀川税務署 0248-75 -2194
喜多方税務署 0241-24 -5050
二本松税務署 0243-22 -1192
田 島税務署 0241-62 -1230

※確定申告及び東日本大震災に関する電話相談は、確定申
告電話相談センターにお繋ぎします。音声案内に従い
「０番」を選択してください。

※次の者は、福島県最低賃金（689円）が適用さ
　れます。
①18歳未満又は65歳以上の者
②雇入れ後３ヵ月の者で、技術習得中の者
③清掃、片付け、その他これに準ずる簡易な業
務に主として従事する者
④①～③のほか「電子部品・デバイス・電子回
路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業」
にあっては、小型電動工具もしくは、手工具
を用いて行う穴あけ、かしめ、巻き線、取付
け又は小物部品の包装もしくは箱入れ業務に
主として従事する者

問 福島労働局 賃金室
　 ☎０２４－５３６－４６０４



　日本文学研究の第一人者であるドナルド・
キーン氏から、富岡の子どもたちへと文学書が
贈られました。
　キーン氏は、長年に亘り日本の文化や文学を
世界に発信。2007年に発生した中越沖地震の際、
氏の発案で古浄瑠璃を上演するなど、被災地支
援に尽力されたのが縁で柏崎名誉市民となり、
日本国籍を取得した現在も精力的に活動されて
います。
　今回は、2013年に氏の功績を伝えるドナルド・
キーン・センター柏崎を設立した公益財団法人
ブルボン吉田記念財団の吉田康理事長と吉田眞
理理事が富岡町役場郡山事務所を訪れ、齊藤副
町長に本の目録を手渡しました。

宮本町長に寄付金を手渡す普天間かおりさん（右から２人目）ら

義援金をいただいた企業・個人名を掲載いたします
（平成26年９月～11月分 順不同・敬称略）

井川自転車店（東京都品川区）　有限会社アイ・エイチ 代表取締役 岩城均（神奈川県
相模原市）　群馬県高等学校教職員組合甘楽支部 支部長 大山仁（群馬県高崎市）　
大関満朗（東京都世田谷区）　埼玉県杉戸町　 福岡県久留米市　 品川第二地区町会
連合会 会長 保科義和（東京都品川区）　大同生命保険株式会社（東京都港区）　AIU
損害保険株式会社（東京都墨田区）

齊藤副町長に目録を手渡す公益財団法人ブルボン吉田記念
財団の吉田理事長（中央）と吉田理事

変わらぬ温かいご支援に感謝いたします
全国の皆さまより、ご寄付ならびに義援金をいただきました

　夜の森の桜をモデルにした富岡町復興応援ソ
ング「桜舞う町で」を歌う普天間かおりさんが、
同曲の収益金による夜の森の桜保全基金の一部
を町に寄付されました。
　この曲は、富岡町民から寄せられた思いをも
とに作詞も普天間さんが担当し、各地での復興
イベントなどで歌われています。
　普天間さんは「町民の皆さんの心が元気にな
る日まで、この歌が桜を守るお手伝いをしてい
けるよう願っています」と語られました。
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富岡一中・二中三春校スポーツ大会
猪苗代中（富一中）バドミントン部員とボウリングで交流

神社に関する宗教的物品回収を開始　町内諏訪神社で安全祈願祭

ぴっ すとぴっく す

　
12
月
5
日
、
郡
山
市
の
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
郡
山
に
お
い
て
富
岡
一

中
・
二
中
三
春
校
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
行
わ
れ
、
同
校
生
徒
と
、
避
難
先

の
猪
苗
代
中
学
校
で
活
動
を
続
け
る

富
岡
一
中
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
員（
ビ

ク
ト
リ
ー
生
）が
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
通

し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
ビ
ク
ト
リ
ー
生

が
参
加
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
。

　
猪
苗
代
中
３
年
の
高
上
麟
龍
君
は

「
三
春
校
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
、
改

め
て
富
一
中
生
と
し
て
の
自
覚
が
持

て
ま
し
た
。
ま
た
こ
う
い
う
機
会

が
あ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
」と
笑
顔
で

話
し
、
富
岡
二
中
３
年
の
佐
藤
嶺
君

は「
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
も

大
き
な
大
会
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で

す
」と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
富
岡
一
中
の
吉
田
隆
見
校
長
は

「
三
春
校
生
も
ビ
ク
ト
リ
ー
生
も
、

同
じ
富
岡
の
中
学
生
。
お
互
い
の
活

動
を
見
守
り
な
が
ら
、
大
き
く
成
長

し
て
ほ
し
い
」と
語
ら
れ
、
生
徒
た

ち
の
今
後
の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ
ま

し
た
。

　
町
内
の
各
家
庭
で
祭
ら
れ
て
い

た
神
棚
や
お
札
な
ど
、
神
社
に
関

す
る
宗
教
的
物
品
を
回
収
す
る
集

積
所
が
諏
訪
神
社
の
駐
車
場
内
に

設
置
さ
れ
、
12
月
3
日
、
開
所
安

全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
集
積
所
は「
震
災
後
、
宗

教
的
物
品
の
処
分
に
困
っ
て
い

る
」と
い
う
町
民
の
声
に
応
え
る

た
め
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
物
品

は
定
期
的
に
回
収
し
町
内
の
仮
置

き
場
に
集
め
た
あ
と
、
祈
禱
し
て

処
分
さ
れ
ま
す
。

　
安
全
祈
願
祭
に
は
町
関
係
者
や

県
神
社
庁
、地
域
住
民
ら
が
出
席
。

玉
串
を
捧
げ
安
全
を
祈
っ
た
あ

と
、
同
神
社
の
宇
佐
神
幸
一
宮
司

が「
多
く
の
皆
さ
ん
が
心
配
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
宗
教
的
物

品
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
う
い
う
施
設
が
他
の
地
域
に
も

で
き
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」と

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　
処
分
を
希
望
さ
れ
る
物
品
は
、

必
ず
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
包
ん
で
回
収

ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
し
く
は
富
岡
町
役
場

生
活
環
境
課
ま
で
お
問
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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交流を深めた生徒たち

ストライクも飛び出し、なかなかの腕前

安全を祈願する出席者

回収ボックス
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診療科目：内科・外科
診療場所：大玉仮設診療所
　　　　　大玉村玉井字横堀平158-10
受付時間：午前８時30分～11時30分
　　　　　午後１時～４時

賀
新
年
、
４
度
目
の
冬
、

寒
さ
が
厳
し
い
避
難
生

活
、
お
め
で
と
う
と
は
言
え
な
い

で
す
ね
。

　
ス
ト
レ
ス
は
溜
ま
る
ば
か
り
。

昨
年
夏
の
終
わ
り
に
、
あ
る
仮
設

住
宅
で
の
講
演
で
ス
ト
レ
ス
自
己

採
点
チ
ェ
ッ
ク
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
67
％
の
方
が
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
気
が
付
か
な
い
う
ち
に
、
う

つ
病
に
な
っ
て
し
ま
う
方
も
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
気
に
な
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
さ
て
、
最
近
テ
レ
ビ
で
も
話
題

に
な
っ
て
い
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
つ
い

て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
昔

は
、
肺
気
腫
や
慢
性
気
管
支
炎
な

ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
と

め
て「
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
」と
呼

ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ど
ん
な

病
気
か
と
い
う
と
、
肺
胞
に
つ
な

が
る
細
気
管
支
が
狭
窄
を
起
こ

し
、
息
を
吐
き
出
せ
な
く
な
る
状

態
で
す
。
ガ
ス
交
換
が
で
き
な
く

な
っ
て
、
息
苦
し
く
な
り
、
息
が

切
れ
て
階
段
を
上
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
状
態
で
す
。
初
期
の

症
状
と
し
て
は
、
慢
性
の
咳
や

痰
、
息
切
れ
と
い
っ
た
あ
り
ふ
れ

た
も
の
で
、
本
人
も
気
付
か
な
い

程
ゆ
っ
く
り
と
進
行
し
て
い
く
た

め
、
重
症
に
な
る
ま
で
受
診
し
な

私たちのお医者さん

第20回　「肺の生活習慣病 ＣＯＰＤ!!」 
～死亡率世界第３位になる勢い！あなたの肺年齢は？～
　　　　　　 井坂　晶   医師 （富岡中央医院）

こんにちは。
大玉仮設診療所です！

曜 日 診療科目 担当医師

月 休 診
火 休 診
水 内科・外科 佐藤正憲
木 内科・外科 井坂　晶
金 内 　 　 科 堀川章仁

診療日

謹

い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
現
在
、

日
本
で
は
潜
在
患
者
が
５
３
０
万

人
以
上
と
言
わ
れ
、
25
万
人
し
か

治
療
を
受
け
て
い
な
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
世
界
の
統
計（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）で
、

２
０
２
０
年
に
心
臓
疾
患
、
脳
疾

患
に
次
い
で
第
３
位
の
死
亡
率
に

な
る
の
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
で
は
死
亡
率
の
10

位
に
な
る
そ
う
で
す
が
、
肺
炎
や

慢
性
気
管
支
炎
、
肺
気
腫
の
死
亡

診
断
書
に
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
さ
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
原
因
は
と

い
う
と〝
た
ば
こ
〞で
す
。
喫
煙
者

で
40
歳
以
上
の
方
、
た
ば
こ
を
吸

わ
な
く
と
も
受
動
喫
煙
の

状
況
の
方
。
徐
々
に
進
行

し
て
、
60
歳
を
過
ぎ
た
こ

ろ
発
病
し
ま
す
。
酸
素
吸

入
を
し
な
が
ら
辛
そ
う
に

し
て
い
る
人
を
よ
く
見
つ

け
ま
す
。
こ
れ
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｄ
で
す
。

　
た
ば
こ
の
煙
や
微
小
な

粒
子
の
吸
入
が
、
気
管
支

の
炎
症
や
肺
胞
の
破
壊
を

起
こ
し
ま
す
。
吸
っ
た
空

気
を
す
っ
か
り
吐
き
出
す

こ
と
が
で
き
ず
、
だ
ん
だ

ん
肺
が
過
膨
張
に
な
り
、

呼
吸
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
喘
息
は

発
作
が
治
ま
れ
ば
元
に
戻
り
ま
す

が
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
息
苦
し
い
状
態

が
ず
っ
と
継
続
し
、
し
か
も
、
だ

ん
だ
ん
酷
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

怖
い
で
す
ね
。

　
診
断
は
簡
単
で
す
。
肺
機
能
検

査
、
ス
パ
イ
ロ
検
査
、
即
ち
肺
活

量
測
定
で
判
定
が
で
き
ま
す
。
こ

の
機
械
は
大
玉
診
療
所
に
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

肺
年
齢
の
測
定
が
可
能
で
す
。
自

分
の
肺
年
齢
が
心
配
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
気
軽
に
図
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
な
ん
で
も
早
め
早
め
に
対
応
す

れ
ば
、
重
大
事
に
な
ら
ず
に
済
み

ま
す
。
な
か
な
か
治
療
法
が
な
い

と
い
う
か
、
一
度
な
っ
た
ら
治
り

ま
せ
ん
。
知
ら
ず
知
ら
ず
に
傷
ん

で
い
る
肺
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
、
病
状
が
進
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
対
症
療
法
は
あ
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
た
ば
こ
を
吸
う
習
慣
を
止

め
る
こ
と
が
一
番
で
す
。
ぜ
ひ
、

大
玉
仮
設
診
療
所
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

（19）　広報とみおか 広報とみおか　（18）



（21）　広報とみおか

No. 測定場所

 H26.12.2～4  H26.6.13～14
除染
状況天気：晴れ 天気：晴れ

地上１ｍ 地上１cm 地上１ｍ 地上１cm

37 小浜住宅団地内公園前 2.66 4.66 2.93 5.45 
38 双葉環境センター 1.83 2.12 2.11 2.31 
39 ＮＨK電波塔入口（浜街道） 2.76 3.96 3.07 4.68 
40 深谷集会所 3.98 4.66 4.62 4.95 
41 赤坂神社前 4.60 6.55 5.44 8.69 
42 太平洋ブリーディング前 8.64 20.14 10.70 20.20 
43 みよし前交差点 7.68 7.11 8.75 10.80 
44 富岡自動車学校前 4.71 10.64 5.46 9.64 
45 リフレ富岡 2.81 4.38 3.39 4.12 
46 東洋育成園前 2.77 4.25 3.38 4.59 
47 富岡インター駐車場 2.61 3.55 3.02 3.94 
48 上手岡児童館 0.41 0.42 2.10 3.43 除染済み

49 下千里ライスセンター前 2.01 3.52 2.36 4.09 
50 舘山荘前 2.57 3.90 3.09 4.07 
51 夜の森つつみ公園 3.48 4.05 3.86 4.07 
52 総合運動場東側駐車場 3.48 4.87 4.29 5.85 
53 華の樹前 4.29 5.83 4.64 6.04 
54 宝泉寺前 2.39 4.42 1.30 1.05 
55 国道６号第二原発入口前 0.90 1.31 1.05 1.51 
56 猪狩スタンド前 0.47 0.33 0.58 0.32 除染済み

57 なべや駐車場前 0.75 1.86 0.92 2.21 
58 大東銀行富岡支店前 0.93 1.05 1.16 0.89 
59 富岡漁港 0.40 0.31 0.44 0.45 
60 サンライズイン富岡前 0.66 0.72 0.83 2.66 
61 福島富岡簡易裁判所前 1.41 2.71 1.82 3.45 
62 ヨークベニマル富岡店前 1.19 2.35 1.58 2.86 
63 今村病院前 2.85 5.76 3.26 5.97 
64 福島銀行富岡支店前 1.23 2.78 1.64 3.55 
65 龍台寺前 1.10 3.16 1.51 3.56 
66 清水団地前 1.53 2.86 1.71 2.95 
67 猪狩電気通信工業前 1.01 1.64 1.34 2.24 
68 上郡消防屯所 0.52 0.42 0.80 0.53 除染済み

69 岩井戸鉱泉 0.86 1.35 1.09 1.68 
70 富岡工業団地 0.36 0.52 1.46 1.79 除染済み

71 成沢の滝入口 0.81 1.75 1.13 2.02 
72 沼名子橋 1.51 2.63 2.12 3.83 

No. 測定場所

 H26.12.2～4  H26.6.13～14
除染
状況天気：晴れ 天気：晴れ

地上１ｍ 地上１cm 地上１ｍ 地上１cm

１ 下千里消防屯所 0.82 0.58 工事中 工事中 除染済み

２ 上千里消防屯所 0.36 0.33 0.52 0.38 除染済み

３ 杉内消防屯所 0.68 0.52 0.78 0.57 除染済み

４ 第二工業団地入口 3.13 4.73 3.46 3.30 
５ 高津戸集会所 0.77 0.63 1.67 1.18 除染済み

６ 富岡第二中学校東側 1.47 1.97 1.60 2.11 
７ 新夜ノ森集会所 4.98 7.32 5.56 6.82 
８ 夜の森公園 2.14 4.71 2.34 4.16 
９ 松の前待避所 6.59 10.66 8.47 10.50 
10 小良ヶ浜集会所 4.33 4.39 5.46 5.76 
11 町境（小良ヶ浜地区） 6.02 10.22 7.68 11.60 
12 深谷消防屯所 4.51 4.96 5.57 5.54 
13 富岡町営野球場 0.81 0.55 0.90 0.66 除染済み

14 観陽亭前 0.91 1.56 0.98 1.96 
15 富岡合同庁舎西側 2.24 2.30 2.37 2.79 
16 富岡養護学校 2.74 5.77 3.22 6.16 
17 老人福祉センター 5.23 8.83 6.21 9.26 
18 夜ノ森駅 4.76 6.01 5.39 6.16 
19 王塚集会所 1.30 1.72 1.31 0.95 除染済み

20 諏訪神社前 0.91 0.62 2.80 3.08 
21 上本町消防屯所 0.88 1.02 1.83 1.26 除染済み

22 上本町集会所 0.62 0.57 2.11 2.98 除染済み

23 リベラルヒルズ入口 1.57 3.03 1.59 3.50 
24 赤木集会所 0.35 0.27 0.51 0.33 除染済み

25 上郡山集会所 0.34 0.34 1.33 1.66 除染済み

26 太田集会所 0.56 0.54 0.64 0.50 除染済み

27 原下消防屯所 0.40 0.59 1.28 1.56 除染済み

28 富岡駅 0.61 1.31 0.71 1.15 
29 清水消防屯所 0.55 0.44 1.63 2.37 除染済み

30 役場 0.95 1.08 1.11 1.25 除染済み

31 浄化センター 0.21 0.18 0.25 0.20 除染済み

32 毛萱集会場 0.18 0.18 0.47 0.50 
33 富岡保育所 0.50 0.51 1.81 3.14 
34 中央児童館 0.86 1.49 1.27 2.04 除染済み

35 栄町駐車場 0.72 0.54 0.91 0.59 
36 岩井戸消防屯所 0.41 0.32 0.40 0.31 除染済み

町 内 の 放 射 線 量
富岡町が独自に実施した町内の空間放射線量の測定結果をお知らせします（単位：マイクロシーベルト/h）
※以前の線量と比較することを目的とし、６ヵ月前の町内線量と除染済みの測定場所を示しました。

測定器：γ線用シンチレーションサーベイメーター（日立アロカメディカル社製）
〈お詫びと訂正〉
広報とみおか11月号及び12月号の、町内の放射線量No.65、龍台寺前の除染状況を「除染済み」と記載しましたが、線量測定場
所は龍台寺前の道路であるため「除染済み」ではありません。お詫びして、訂正いたします。

広報とみおか　（20）

東日本大震災関連写真データをご提供ください

　未曾有の災害をもたらした東日本大震災から３年10ヵ月。私たちの故郷は、世界にも類を見な
い大惨事となった原子力発電所事故に行く手を阻まれながらも、少しずつ復興・再生への道を歩
み始めました。
　富岡町では、これまでの状況や人々の歩み、未だ復興の途上である町の姿を後世に伝え、震災
の記憶を無くさないために、東日本大震災に関する資料を収集しております。つきましては、町
民の皆さまが撮影した震災の記録（地震被害、津波、避難所での様子等を撮影した写真や動画）の
ご提供を賜りたく、下記のとおり広く募集いたします。

（１）応募要件
・スチールカメラ、デジタルカメラ、携帯電話、ビデオカメラ等で撮影し、ピントが合っている写

真または映像。
・写真データの場合は、１枚あたりのサイズが１～３メガバイト程度で、メールに添付できる枚数、

プリントの場合は写真専用の用紙にプリントアウトされたもの。枚数が多い場合や映像はCD-R
やDVD等にコピーまたはダビングしたものでも結構です（記録用メディアが必要な場合は、下記
担当までご連絡いただければお送りいたします）。

・現在お住まいになられているご住所、氏名、富岡町の行政区名、電話番号、撮影場所、撮影日時、
その時の様子も併せてお知らせください。

（２）応募方法
　データの場合は下記アドレスへメールで、CD-R、DVD、プリント等の場合は下記まで郵送にて

お送りください。
・メールアドレス　　tom0200-0@tomioka-town.jp（富岡町役場企画課）
・郵送先住所　　　　〒963－0201　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48－5
　　　　　　　　　　富岡町役場郡山事務所内 企画課広聴広報係　☎0120－33－6466

（３）お送りいただく上での注意事項
・ 必ず応募者本人が撮影したもので、市販の雑誌や映像メディア、You Tubeなどの投稿サイトに

アップされた写真、映像のコピー物は不可とします。
・ご提供いただいた写真や映像の使用権は富岡町に帰属し、町ホームページなどにも使用させてい

ただきます。
・写真、映像は返却いたしません。
・被写体の肖像権侵害等の責任は負いかねます。写っている方の同意があるものとして使用させて

いただきます。



         My Photo Letter

この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証され、適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

「いわき市三崎公園で健康ウォーキング」　写真提供　いわき地区広域自治会 さくらの会

　「会津地方へ日帰り旅行」　写真提供　高野匠美さん（王塚）

いわきの夜を彩る「夜の森の桜並木」　いわき光のさくらまつり
　私たち町民の心のよりどころである
夜の森の桜。その桜並木をイルミネー
ションで表現した「いわき光のさくら
まつり」の点灯式が12月６日、JRいわ
き駅前で行われました。
　このイルミネーションには、いわき
市民と同市内で避難生活を送る双葉郡
住民の共生、そして復興に向かい一緒
に歩んでいこうという願いが込められ
ており、柔らかな光が道行く人々の心
を魅了していました。

　昨年10月25日、郡山市の「ふくしま
絆カフェ富岡」を利用されている皆さ
んと、会津地方へ日帰り旅行に行って
来ました。
　途中、喜多方市で「そうそう絆サロ
ン」を運営されている遠藤祝穂さんの
元を訪ね懇談した後、裏磐梯の自然な
ども満喫してきました。

　昨年11月17日、いわき地区広域自治
会さくらの会の恒例行事である「健康
ウォーキング」が、いわき市の三崎公園
で行われました。
　この日は絶好の天気に恵まれ、まさに
遠足気分。猪狩レイ子会長をはじめ会員
31名が参加し、楽しいひと時を共有しま
した。
　ウォーキングで爽やかな汗を流したあ
とは、全員でお弁当タイム。次回、新年
会での再会を約束し終了となりました。
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岡
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ク
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、
各
課
あ
て
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
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